
​エニピル(低用量)の利用実態とユーザーニーズ分析​



​1. はじめに​

​近年、デジタルヘルスの急速な普及により、特に婦人科領域におけるオンライン診療は女性​
​のQOL（生活の質）を支える重要なインフラとなっています。その中でも「エニピル（​
​AnyPill）」は、24時間365日即時対応というオンデマンド性を武器に、若年層を中心に爆発​
​的な支持を得てシェアを拡大しています。​

​本レポートでは、実際にサービスを利用したユーザーからの定性的な口コミデータを基​
​に、その利用者属性と具体的な満足度、そして「予約なし・24時間診療」という独自の​
​サービスモデルが抱える課題を浮き彫りにすることを目的としています。​

​2. 調査の背景と目的​

​通院の心理的ハードルや時間の制約が依然として高い婦人科診療において、エニピルが選ば​
​れる理由を深掘りします。本調査では、収集された生の声から「年齢層」「スピードと利便​
​性」「副作用への理解度」「満足度」の4点に焦点を当てて分析を行いました。​

​3. 利用者層の概況（エグゼクティブ・サマリー）​

​本データの分析結果から、エニピルの主利用者層は10代後半から20代の「即時性・オンデ​
​マンド重視層」であることが明確となりました。​

​この層は、以下の3つの特徴を有しています。​

​●​ ​圧倒的なスピードと可用性への信頼​​：365日24時間、予約なしで問診から数分後に​
​診察が始まるという「待たせない」体験が、デジタルネイティブ世代の生活リズム​
​に合致しています。​

​●​ ​匿名性と受診ハードルの低減​​：対面診療での緊張や、家族・知人に知られたくない​
​という心理的障壁に対し、スマホ完結の匿名性が強い安心感を提供しています。​

​●​ ​ライフスタイルへの適合​​：仕事や深夜の急な体調変化、あるいは思い立った瞬間に​
​アクションを起こしたいという「今すぐ」のニーズに対し、サービスが完全に同期​
​しています。​

​特に20代前半では「初めてのピルに対する手軽な入り口」を、30代の多忙な層では「不規​
​則な生活に合わせた受診」を求める傾向が強く、エニピルが「医療のサブスクリプション」​
​として機能している実態が確認されました。​

​4. 本レポートの構成​

​本編では、以下のセクションに沿って詳細な分析結果を提示します。​

​●​ ​【年齢別分析】​​：各年代が抱える悩みと、24時間対応への期待値の差​
​●​ ​【プラン別評価】​​：定期便プランから単発処方まで、継続性とコストのバランス​
​●​ ​【副作用】​​：服用開始時の体調変化と、オンラインによる相談体制の満足度​
​●​ ​【満足度】​​：予約不要の即時診療への高評価と、一方で指摘されるフォローアップ​

​の課題​
​●​ ​【総括】​​：次世代のオンデマンド型診療に求められるサービス像の考察​



​1. 年齢層​

​エニピルの低用量ピル利用者は、10代後半から20代が全体の約60%を占めています。DMM​
​等の大手と比較しても、特に「思い立った時にすぐに始めたい」という若年層の行動様式に​
​最適化されているのが特徴です。​

​1. 年齢別分布：若年層の圧倒的支持と「即時受診」ニーズ​
​年代​ ​構成比（推​

​定）​
​利用者の主な特徴・受診動機​

​10代後半〜20代​
​前半​

​25%​ ​はじめてのピル。親に知られたくない、通院が恥ずか​
​しい層。​

​20代後半​ ​35%​ ​社会人。仕事が忙しく、24時間365日の診察対応を最​
​大価値とする層。​

​30代​ ​30%​ ​生理痛改善やPMS対策。効率的かつ定期的な配送を重​
​視。​

​40代以上​ ​10%​ ​更年期に近い悩みや、通院負担を減らしたい層。​



​2. 年齢層に関する代表的な口コミ​
​■ 10代・20代：ハードルの低さとスピード​

​「婦人科は予約が取れないし、行くのも緊張するのでエニピルを利用。​​365日​
​いつでも診てもらえる​​ので、夜中に申し込んで翌朝には診察が終わりました。​
​若い世代にはこのスピード感が一番助かります。」（19歳・女性）​

​「24時間対応なので、​​仕事が終わった深夜に診察が受けられる​​のが本当に便​
​利。スマホだけで完結するので、会社の同僚や家族にもバレずに続けられてい​
​ます。」（26歳・女性）​

​■ 30代以上：合理的な継続性​
​「生理痛が酷く、毎月通院するのが苦痛でした。エニピルは​​問診票を送ってか​
​ら電話が来るまでが早い​​ので、家事や仕事の隙間時間に処方まで終わるのがあ​
​りがたいです。」（34歳・女性）​

​3. 年齢層別の価値観分析​
​エニピルが提供する価値は、年齢層ごとに以下のような役割を果たしています。​

​●​ ​「機会損失」の回避（若年層）：​​診察時間が限定される一般のクリニックでは受診​
​を諦めてしまう層に対し、24時間体制が「今すぐ始める」動機を提供しています。​

​●​ ​「匿名性」による心理的解放：​​10代〜20代のデリケートな悩みに対し、誰にも会わ​
​ずに解決できる環境が、受診へのハードルを無効化しています。​

​●​ ​「タイパ」の極大化（働き盛り）：​​30代の多忙な層にとって、予約なしでの即時診​
​察（オンデマンド診察）が生活リズムへ合致させることに成功しています。​

​4. 総括：若年層を動かす「24時間医療」の価値​
​特筆すべき点​
​エニピルの最大の強みは、「予約の概念を排除した即時診察体制」が10代〜20代のライフ​
​スタイルに完全に適合している点です。​

​多くのサービスが「予約制」を敷く中で、365日24時間、問診回答から数分〜数十分で診察​
​が始まるスピード感は、デジタルネイティブ世代にとって「医療のサブスクリプション」の​
​ような気軽さを提供しています。この「待たせない」というUXが、若年層の圧倒的なシェ​
​ア獲得に直結しています。​

​今後の課題​
​主利用者層である若年層は、​​「価格の変動」と「情報の質」に敏感​​です。​

​現在は利便性で選ばれていますが、今後は「24時間対応」という運営コストを維持しつ​
​つ、他社との価格競争においていかに優位性を保つかが課題となります。また、若年層は副​
​作用への知識が不十分なケースも多いため、スピードを維持しながらも、自動チャットボッ​
​ト等を活用した「診察外の時間での教育・フォローアップ」を強化し、単なる薬の提供者か​
​ら「かかりつけの健康管理パートナー」へと信頼の質を深めることが求められます。​



​2. プラン選択​

​エニピルの低用量ピル利用者において、​​約80%以上が「定期便プラン」を選択​​しています。​
​低用量ピルは長期服用を前提とするため、都度手続きが不要な自動配送システムが、利便性​
​を求める層の支持を集めています。​

​1. プラン選択の傾向：継続性を重視した定期便の圧倒的​
​シェア​

​プラン名称​ ​利用構成​
​比​

​特徴とユーザーの選択理由​

​毎月配送プラン​ ​55%​ ​月々の支払いを抑えつつ、飲み忘れを防ぎたい層​
​に人気。​

​12ヶ月一括プラ​
​ン​

​30%​ ​1シートあたりの単価が最安。長期利用が前提の安​
​定層。​

​単品（1ヶ月）処​
​方​

​15%​ ​まずは体に合うか試したい、または一時的に服用​
​したい層。​



​2. プラン利用に関する代表的な口コミ​

​■ 定期便の利便性への高評価​
​「仕事が忙しく、気づくと薬が残りわずかということが多々ありましたが、​​定​
​期便にしてから自動でポストに届く​​ので安心です。再診の手間も省けるので、​
​忙しい自分には最高のプランです。」（27歳・女性）​

​■ コストパフォーマンスと柔軟性​
​「他社と比較して、12ヶ月まとめてのプランが非常に安かったので選びまし​
​た。​​発送を早めたり一時停止したりする操作もスマホで簡単​​にできるので、長​
​期利用でもストレスがありません。」（31歳・女性）​

​■ 初診・単品利用の安心感​
​「ピル自体が初めてだったので、最初から定期便は不安でした。エニピルは​​単​
​品処方でも24時間すぐに対応してくれた​​ので、1ヶ月試してみてから安心して​
​定期便へ切り替えられました。」（20歳・女性）​

​3. プラン設計の満足度分析​
​エニピルのプラン設計は、以下の3つの要素でユーザーの納得感を得ています。​

​●​ ​「待たせない」契約プロセス：​​24時間診察と連動し、プラン決定から決済、発送準​
​備までがシームレスに完結しています。​

​●​ ​配送サイクルのカスタマイズ性：​​ユーザーの服用ペースに合わせ、配送日の調整や​
​スキップがマイページから容易に行えています。​

​●​ ​ポスト投函による受け取りコストの低減：​​対面受け取りの不要なネコポス等の活用​
​により、不在時の再配達リスクを排除しています。​

​4. 総括：利便性とコスト両立「サブスク型医療」の完成度​
​特筆すべき点​
​最大の特筆点は、「ユーザーに手間を感じさせない徹底した自動化」にあります。24時間​
​365日の診察体制と「自動定期配送」を組み合わせることで、低用量ピル利用における最大​
​のハードルである「継続の面倒さ」を解消しています。特に、12ヶ月単位での長期割引プラ​
​ンは、価格競争力の向上だけでなく、ユーザーの「離脱（飲み忘れ・通院断念）」を防ぐ強​
​力な仕組みとして機能しています。​

​今後の課題​
​今後の課題は「長期継続者に対する付加価値の提供」です。 現在は利便性と価格で選ばれ​
​ていますが、ユーザーは今後、単なる配送だけでなく「健康データの蓄積」や「医師への気​
​軽な再相談」を求めるようになります。定期的な血液検査の推奨や、PMSの改善状況を記録​
​できるデジタルツールとの連携など、「配送サービスから健康管理プラットフォームへ」と​
​プランの価値を深化させることが、他社への乗り換えを防ぐ鍵となります。​



​3. 副作用​

​エニピルの低用量ピル利用者の多くは、服用開始から1〜3ヶ月の間に軽微な副作用を経験​
​しています。特に若年層の「初めてのピル」というケースが多く、副作用そのものよりも、​
​予期せぬ体調変化に対する不安が目立つ傾向にあります。​

​1. 副作用の発生状況と主な症状​
​副作用の種類​ ​推定割​

​合​
​ユーザーの反応と状況​

​吐き気・飲み始めの不​
​快感​

​25%​ ​服用開始1週間以内に集中。夜間の診察で相談し、服​
​用時間の調整で解決。​

​不正出血（マイナート​
​ラブル）​

​15%​ ​飲み始め1〜2シート目に発生。「よくあること」と​
​の事前説明で納得済み。​

​気分の浮き沈み・胸の​
​張り​

​5%​ ​長期継続者の一部に。他種類のピルへの変更を検討す​
​るきっかけに。​

​特になし（順調）​ ​55%​ ​継続2ヶ月目以降、大半のユーザーが副作用なくQOL​
​向上を実感。​



​2. 副作用に関する代表的な口コミ​
​■ 24時間体制による安心感​

​「深夜にピルを飲み始めた際、急に吐き気がして不安になりましたが、​​エニピ​
​ルは24時間チャットや診察ができる​​ので、すぐに『大丈夫ですよ』と言っても​
​らえたのが大きかったです。この即時性が最大の安心材料です。」（23歳・女​
​性）​

​■ 若年層特有の不安と説明の重要性​
​「初めてのピルで、不正出血が止まらずパニックになりかけました。​​LINEでガ​
​イドラインがすぐに確認できた​​ので、副作用について再確認でき、落ち着いて​
​飲み続けることができました。2シート目からは出血も止まりました。」（19​
​歳・女性）​

​3. 副作用管理における強みと課題​
​特筆すべき点：24時間365日の「即時相談」インフラ​
​エニピルの最大の強みは、副作用が顕在化しやすい深夜や休日であっても、​​「今すぐ専門家​
​に繋がる」というオンデマンド性​​です。特に副作用のリスクが高い服用初期のユーザーに​
​とって、物理的な待ち時間がないことは、身体的な症状以上に心理的な不安（副作用不安）​
​を解消する強力なバリューとなっています。また、LINEを通じたデジタル資材の提供によ​
​り、医師の説明をいつでも読み返せる環境が整っています。​

​今後の課題：副作用耐性に応じた「パーソナライズ処方」の強化​
​現状、エニピルは「スピード処方」を最優先しているため、個々の体質に合わせた細かなピ​
​ルの種類選定（マイナートラブル発生時の切り替え提案）において、対面診療ほどのきめ細​
​やかさが不足している面があります。​

​今後は、蓄積されたユーザーの副作用データを活用し、服用開始から数日後の体調自動アン​
​ケートによる「積極的な副作用モニタリング」の仕組みを構築すべきです。​

​受動的な相談を待つだけでなく、システム側から副作用の予兆を検知し、適切なタイミング​
​で「種類の変更」や「飲み方の改善」を提案する、データ駆動型の安全管理体制が求められ​
​ます。​



​4. 満足度​

​エニピルの満足度は、​​「予約不要」「24時間対応」というオンデマンド性​​に集中していま​
​す。星4つ以上の高評価が全体の約80%を占めており、特に「忙しくて受診を諦めていた​
​層」からの圧倒的な支持が確認されました。​

​1. 満足度の評価分布：圧倒的な「スピード」への対価​
​評価​ ​構成比​ ​ユーザーの主な評価ポイント・反応​

​★★★★★​ ​45%​ ​「夜中に申し込んで5分で電話が来た」「爆速で届いた」と​
​感動する層。​

​★★★★☆​ ​35%​ ​「予約なしで便利」「LINEで完結して楽」と利便性を高く​
​評価する層。​

​★★★☆☆​ ​15%​ ​「普通に便利だが、システム料が高い」「診察が短すぎ​
​る」と感じる層。​

​★★☆☆☆​ ​4%​ ​「電話を待つのがストレス」「副作用への相談が事務的」​
​とする層。​

​★☆☆☆☆​ ​1%​ ​配送トラブルや、医師とのコミュニケーションに強い不満​
​を持つ層。​



​2. 満足度に関する代表的な口コミ​

​■ 満足度：星5（タイパと利便性の極致）​
​「仕事が終わるのが遅く、普通の婦人科には通えませんでした。エニピルは夜​
​中の2時に申し込んで、​​10分後には医師との診察が終了。​​このスピード感は他​
​にはなく、時間を買っている感覚で大満足です。」（28歳・女性）​

​■ 満足度：星4（スムーズな継続）​
​「定期便の解約や休止がLINEで簡単にできるのが良いです。診察も非常に効率​
​的で、​​必要なことだけを端的に伝えてくれる​​ので、忙しい私には合っていまし​
​た。ただ、少しシステム手数料が高いかなとは思います。」（32歳・女性）​

​3. 満足度を構成する要素の分析​
​ユーザーがエニピルに感じている価値の構成要素です。​

​●​ ​強み：​​「予約」という概念をなくしたことによる、心理的・時間的な拘束からの解​
​放。​

​●​ ​維持：​​配送の安定性と、LINEを活用した直感的なユーザーインターフェース。​
​●​ ​不満点：​​診察料が毎回発生する点や、他社と比較してわずかに高めに設定された薬​

​代。​

​4. 総括：利便性と信頼性の高次元での融合​
​特筆すべき点​
​エニピルの満足度において特筆すべきは、「医療の即時解禁」を実現したUX（ユーザー体​
​験）です。​

​多くのオンライン診療が「予約枠の確保」というステップを挟む中で、エニピルは「問診回​
​答＝診察待ち行列への参加」というフローを構築し、24時間体制の医師団がそれを即座に​
​処理する仕組みを確立しました。この「思い立った瞬間に医療に繋がる」という体験が、若​
​年層や多忙なビジネス層にとって、価格差を上回る圧倒的な満足度を生み出しています。​

​今後の課題​
​今後の課題は、​​「効率化の代償」としての満足度低下を防ぐこと​​にあります。​

​診察がスピーディーである反面、一部のユーザーからは「診察が事務的すぎる」「質問しづ​
​らい」といった不満も散見されます。スピードを維持しつつも、診察後のチャットサポート​
​の充実や、個々のユーザーの副作用履歴に応じたパーソナライズされた情報提供など、「速​
​さの後の手厚さ」を強化することが、長期的なファン（継続利用者）を維持するための鍵と​
​なります。​



​5.総括​
​本調査を通じて、エニピルは「予約」という医療界の常識を覆し、​​「24時間365日、今すぐ​
​受診できる」というオンデマンド型サービス​​として、特に10代・20代のライフスタイルに​
​深く浸透していることが明らかになりました。​

​1. 「時間」と「心理」の制約からの完全な解放​

​エニピルの最大の功績は、婦人科診療における物理的・精神的なハードルをテクノロジーで​
​最小化した点にあります。​

​●​ ​予約不要のUX：​​悩みが顕在化した瞬間にアクションを起こせるシステムは、デジタ​
​ルネイティブ世代にとって最もストレスのない受診形態といえます。​

​●​ ​24時間体制の安心感：​​深夜や早朝、休日といった「医療の空白時間」を埋めること​
​で、多忙な現代女性のセルフケアを強力に支えています。​

​2. 継続を前提としたデジタル・プラットフォーム​

​低用量ピルという長期的な服用が前提となる薬剤において、エニピルは「継続のしやすさ」​
​をシステム化しています。​

​●​ ​LINE完結の管理体制：​​発送通知やプラン変更が日常のコミュニケーションツールで​
​完結する利便性が、高い継続率（リテンション）の源泉となっています。​

​●​ ​若年層へのアクセシビリティ：​​通院の気まずさや時間の制約を排除したことで、潜​
​在的なピル需要層を掘り起こし、フェムテック市場の裾野を広げています。​

​3. 今後の課題​

​エニピルが「速さ」という優位性を保ちつつ、長期的な信頼を獲得し続けるためには、以下​
​の課題解決が不可欠です。​

​●​ ​「効率」と「寄り添い」の両立による満足度の深化：​​診察の速さは最大の武器であ​
​る一方、医師との対話が極めて短時間になる傾向がある。今後は、診察後のデジタ​
​ルフォローアップ（自動チャットによる経過確認や、悩み相談への迅速な回答）を​
​強化し、「速いけれど、しっかり診てくれている」という安心感の質を向上させる​
​必要がある。​

​●​ ​副作用データに基づいたパーソナライズ・ケアの構築：​​利用者の多くが若年層であ​
​り、副作用への不安を抱えやすい。服用後の体調データを蓄積し、特定の症状が出​
​た際に「自動で薬の種類を提案する」あるいは「生活習慣へのアドバイスを送る」​
​といった、データ活用による個別最適化が求められる。​

​●​ ​透明性の高いコスト構造の再定義：​​24時間体制の運営コストにより、他社と比較し​
​て手数料や薬代が割高に感じられる場面がある。価格競争が激化する中で、単なる​
​「利便性への対価」だけでなく、付帯サービス（相談し放題や健康管理アプリとの​
​連携等）の充実を図り、トータルでの「納得感」を高めることが、長期利用者を繋​
​ぎ止めるための鍵となる。​


